
一
般
均
衡
分
析
に
お
け
る
貨
幣
理
論
の
展
望

一
時
均
衡
ア
プ
ロ
ー
チ
お
よ
び
交
換
の
分
権
化
ア
プ
ロ
ー
チ
1
1
1

!
!
取
引
費
用
ア
プ
ロ
ー
チ
、

一般均衡分析における貨幣理論の展望

は
じ
め
に

一
般
均
衡
の
枠
組
で
貨
幣
理
論
を
展
開
す
る
と
い
う
試
み
は
、

交
換
お
よ
び
生
産
を
含
む
経
済
モ
デ
ル
の
一
般
均
衡
の
存
在
が

k
F
円円。者
H

ロσ
げ
円
。
ロ
〔

S
Mム・
ν
ロσ
げ吋
O
H
H

〔
3~山由〕
u

の
と
σ
〔
HPMMν

尽
の
州
内

g
N
2
〔
3
2〕
w
Z
M
E広
。
〔
お
ま
〕
等
に
よ
っ
て
証
明
さ

れ
て
以
来
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
な
さ
れ
て
き
た
。
貨
幣
に
対

す
る
需
要
や
貨
幣
の
正
の
交
換
価
値
を
論
理
的
に
導
く
た
め
に
、

各
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
礎
は
、
貨
幣
の
持
つ
多
様
な
特
質
に
依
存
す

る
。
貨
幣
は
通
常
、
次
の
特
質
を
持
つ
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
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い
る
。

弟急

沢

秀

ぷ

ハ
円
貨
幣
を
用
い
る
取
引
の
方
が
物
々
交
換
(
聞
記
官
円
)
取
引
よ
り

も
、
取
引
費
用
が
少
な
い
。

付
貨
幣
は
、
交
換
手
段
や
価
値
保
蔵
手
段
と
し
て
、
不
確
実
性
の

経
済
に
お
い
て
は
勿
論
、
確
実
性
の
経
済
に
お
い
て
も
需
要
さ
れ
『

用
い
ら
れ
る
。

M
W
貨
幣
は
、
取
引
可
能
領
域
を
拡
大
し
、
そ
の
情
報
伝
達
の
速
さ

や
情
報
量
の
差
に
起
因
す
る
費
用
を
軽
減
す
る
。

こ
れ
ら
の
特
質
の
一
つ
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
一
般
均
衡
分

析
の
枠
組
で
貨
幣
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
第

一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
財
の
取
引
に
は
労
働
、
時
間
あ
る
い
は
、

他
の
財
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
点
を
強
調
す
る
「
取
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引
費
用
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
〈
貨
幣
の
特
質
付
に
依
存
す
る
〉
。

こ
の
議
論
は
第
二
節
で
述
べ
ら
れ
る
。
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

各
期
間
ご
と
に
当
該
期
間
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
み
に
限
定
し
て
取

引
を
実
行
す
る
た
め
に
、
各
期
間
の
予
算
制
約
式
を
仲
介
す
る
価

値
保
蔵
と
し
て
の
貨
幣
な
い
し
金
融
資
産
の
役
割
り
に
注
目
す
る

三
時
均
衡
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
(
主
に
貨
幣
の
特
賀
川
刊
に
依

存
す
る
)
。
こ
の
議
論
は
第
三
節
で
述
べ
ら
れ
る
。
第
三
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
市
場
と
各
経
済
主
体
と
の
取
引
で
は
一
般
均
衡
が
成

立
す
る
条
件
の
も
と
に
、
後
述
す
る
取
引
制
約
を
守
り
な
が
ら
相

対
交
換
だ
け
で
一
般
均
衡
配
分
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
貨
幣
経
済
の
優
位
を
示
そ
う
と
い

う
「
交
換
の
分
権
化
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
(
貨
幣
の
特
質
伺
に

依
存
す
る
)
。
こ
の
議
論
は
第
四
節
で
述
べ
ら
れ
る
。
第
五
節
で

は
、
貨
幣
へ
の
需
要
あ
る
い
は
貨
幣
の
正
の
交
換
価
値
が
導
出
さ

れ
る
主
要
な
仮
定
を
要
約
す
る
。
最
後
に
第
六
節
で
、
貨
幣
理
論

の
真
の
困
難
さ
が
述
べ
ら
れ
る
。

何
故
伝
統
的
な
交
換
お
よ
び
生
産
を
含
む
経
済
モ
デ
ル
(
こ
れ

を
一
般
均
衡
モ
デ
ル
と
略
称
す
る
)
で
は
、
貨
幣
に
対
す
る
需
要

や
貨
幣
の
正
の
交
換
価
値
を
論
理
的
に
導
出
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

一
般
均
衡
モ
デ
ル
で
は
、
財
の
配
分
の
理
論

q
z
o
q
ぇ

注目
o
g
t
cろ
が
そ
の
核
で
あ
り
、
財
の
取
引
(
交
換
)
の
理
論

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
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(吋

HMgq，
O
同
何
u
内の
V
O
口
問
。
〉

一
般
均
衡
モ
デ
ル
で
は
一
般
均
衡
の
存
在
と
そ
の
パ
レ

1
ト
効
率

性
と
が
主
要
テ
1
?
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と
な
る
。
一

般
均
衡
の
存
在
問
題
は
、
川
w各
経
済
主
体
が
価
格
受
容
者
と
し
て

行
動
し
、

ωw各
経
済
主
体
が
市
場
と
取
引
し
、
付
財
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
、
し
か
も
付
各
経
済
主
体
の
効
用
〈
満
足
)
又
は

利
潤
が
極
大
に
な
る
よ
う
な
価
格
体
系
が
存
在
す
る
と
い
う
形
で

解
決
さ
れ
た
。

取
引
形
態
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
全
て
の
取
引
は
財
の
需
給
バ

ラ
ン
ス
が
達
成
さ
れ
た
時
、
そ
の
時
に
探
り
、
市
場
と
各
経
済
主

体
と
の
聞
で
実
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
取
引
回
数
な
い
し
取
引

の
契
約
形
態
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
全
て
の
取
引
契
約
が
、
現
在

市
場
の
存
在
は
勿
論
、
将
来
市
場
や
条
件
付
き
市
場
の
存
在
を
仮

定
し
た
う
え
で
、
現
在
時
点
で
全
て
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ニ
ク
の
特
徴
を
考
え
る
と
、
取
引
費
用
や
情
報
収
集
費
用

な
ど
、
取
引
に
関
し
て
一
切
費
用
の
か
か
ら
な
い
一
般
均
衡
モ
デ

ル
で
は
、
全
て
の
取
引
が
あ
た
か
も
一
時
点
、
例
え
ば
、
現
在
時



一般均衡分析における貨幣理論の展望

一一一段
v
r

交
換
予
防
抗
ど
じ
イ

在
理
由
は
な
い
。
即
ち
、
貨
幣
に
対
す
る
需
要
は
論
理
的
に
導
出

さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
貨
幣
理
論
を
一
般
均
衡
分
析
の
枠
組

で
陽
表
的
に
展
開
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
仮
定
か
ら
貨
幣
に

対
す
る
需
要
を
導
出
す
る
か
と
い
う
点
に
関
係
し
て
く
る
。
貨
幣

の
交
換
価
値
が
正
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
質
的
に

貨
幣
理
論
の
核
と
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、

m
S
3
〔
巴
ぎ
〕
も
指

摘
す
る
よ
う
に
、
貨
幣
の
一
一
一
つ
の
機
能
ハ
交
換
手
段
、
価
値
保
蔵

手
段
、
お
よ
び
計
算
単
位
と
し
て
の
機
能
〉
の
う
ち
、
本
質
的
に

主
要
な
の
は
交
換
手
段
と
し
て
の
機
能
で
あ
り
、
他
の
機
能
は
そ

れ
か
ら
導
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

取
引
費
用
ア
プ
ロ
ー
チ
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財
の
取
引
に
は
、
取
引
仲
介
者
の
経
済
活
動
を
必
要
と
す
る
。

従
っ
て
、
そ
の
活
動
の
た
め
に
は
、
労
働
サ
ー
ビ
ス
、
時
間
あ
る

い
は
、
他
の
財
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
費
用

を
総
称
し
て
、
取
引
費
用
と
い
う
。
何
故
貨
幣
が
需
要
さ
れ
る
か

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
貨
幣
の
取
引
費
用
が
ゼ
ロ
、
又
は
、

貨
幣
を
用
い
る
経
済
の
方
が
貨
幣
を
用
い
な
い
物
々
交
換
経
済
に

比
べ
て
取
引
費
用
が
少
な
い
点
に
着
目
す
る
の
が
、
取
引
費
用
ア

一
期
間
モ
デ
ル
と
多
期
間
モ
デ
ル
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、

ω
8・

F
a自
立
(
忌
芯
〕
w

出
ω、
M
1
2
E
〔H
申
立
〕
u

州
内
H
M

吋N
ロ
ミ
ふ
ろ
切
一
山
仲
良
門

〔
同
由
主
〕
な
ど
は
前
者
に
属
し
、
出
谷
口
〔
巴
コ

ν
〔
同
申
立
〕
、
∞
片
足
8

足
立
〔

S
U可
ω
〕u
国
σ日目。吋口市
V
1
h
c
w

出
m
w
H
H
O

吋
O
H
H
仏

ω
S吋
吋
〔

SUぷ
ν

国ミ
mg宮
山
〔
巴
ま
〕
u
H
8
2
〔
巴
弐
〕
な
ど
は
後
者
に
属
す
る
代

表
的
な
論
文
で
あ
る
。
(
但
し
、

M
0
5
ω

〔
忌
ま
〕
は
、
本
質
的
に

他
の
論
文
と
異
な
る
枠
組
で
の
分
析
で
、
後
述
す
る
第
一
一
一
の
交
換

の
分
権
化
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
こ
に
含
め
た
理
由

は
、
取
引
費
用
の
存
在
が
交
換
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
財
の
需

要
を
導
く
の
に
本
質
的
に
働
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
〉

一
般
均
衡
分
析
の
枠
組
で
貨
幣
理
論
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
出
戸
V
P

〔
3
2〕
は
考
え
る
。
何
故
な
ら
ば
、
一
般
均
衡
理
論

は
配
分
の
理
論
で
あ
っ
て
、
取
引
の
理
論
で
は
な
い
。
既
述
の
よ

う
に
、
貨
幣
に
対
す
る
需
要
を
論
理
的
に
導
く
に
は
取
引
(
交

換
)
の
理
論
を
必
要
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
一
つ
の
試
み
が
、
貨

幣
の
特
質
ハ
刊
に
着
目
し
て
出
谷
口
〔
H

申
立
〕
に
よ
り
取
引
費
用
を

伴
な
う
多
期
間
交
換
経
済
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
彼
は
、

市
場
の
役
割
り
を
財
の
取
引
を
実
行
す
る
経
済
活
動
と
規
定
す
る
。

し
か
も
市
場
が
機
能
す
る
際
に
は
本
質
的
に
取
引
費
用
が
か
か
る
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と
想
定
す
る
。
こ
れ
を
明
示
的
に
表
現
す
る
た
め
に
、
財
の
分
類

を
通
常
行
な
わ
れ
る
分
類
に
加
え
て
次
の
二
つ
に
細
分
す
る
。

(
通
常
行
な
わ
れ
る
財
の
分
類
は
、
そ
の
財
の
物
理
的
特
性
、
受

渡
し
期
自
、
受
渡
し
場
所
、
お
よ
び
条
件
付
確
率
に
基
づ
い
て
な

さ
れ
る
。
〉
各
経
済
主
体
が
保
有
す
る
財
は
、
保
有
者
の
明
ら
か

な
財

(
E
B丘
町
0
0
3
と
呼
び
『
通
常
の
分
類
で
は
同
じ
財
も
『

市
場
が
保
有
す
る
財
は
、
無
名
の
財
ハ
8
0ロ
M
1
S
0
5
m
O
0
3
と

呼
ん
で
区
別
す
る
。
市
場
の
経
済
活
動
と
は
、

g
g丘
町
内
。
。
仕
か

へ
の
変
換
を
さ
し
、

m
g
oロ
M
1
5
0
5
m
o
o向
で
あ
る
財
で
あ
る
。
即
ち
『
市
場
の
経
済

あ
る
い
は
、
取
引
費
用
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

258 

第ニ号第八十巻一橋論議

こ
の
際
に
取
引
費

用
が
か
か
る
。
適
当
な
仮
定
の
も
と
で
こ
の
よ
う
な
経
済
の
一
般

均
衡
の
存
在
証
明
が
行
な
わ
れ
る
。
市
場
の
経
済
活
動
を
、
あ
た

か
も
生
産
活
動
と
同
じ
よ
う
に
扱
う
点
に
、
こ
の
議
論
の
特
徴
が

ら

mvHHOロ
M1HHH05moo含

活
動
を
必
要
と
し
な
い
、

ωw異
時
点
間
に
わ
た
る
持
ち
込
み
費
用
が
ゼ
ロ
で
あ
る
。
即
ち
、

減
価
せ
ず
に
価
値
は
保
蔵
さ
れ
る
。
り
消
費
さ
れ
ず
、
効
用
関
数

の
中
に
入
ら
な
い
。
即
ち
、
直
接
効
用
を
持
た
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
貨
幣
を
陽
表
的
に
合
ん
だ
経
済
に
つ
い
て
論

理
的
な
展
開
は
、
十
分
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
取
引

費
用
の
導
入
に
よ
っ
て
、
一
般
均
衡
が
非
パ
レ
ー
ト
効
率
的
で
あ

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
又
、
こ
の
状
態
は
、
貨
幣
に
よ
っ
て

パ
レ

1
ト
効
率
的
に
改
善
さ
れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
問
題
は
、
そ
の
後
、
日

R
g立
〔

3
3〕
に
よ
っ
て
可
一

般
均
衡
が
取
引
費
用
の
存
在
の
た
め
に
非
パ
レ

1
ト
効
率
的
に
な

る
例
が
提
示
さ
れ
た
。
彼
は
さ
ら
に
、
金
融
的
資
産
(
例
え
ば
債

券
の
発
行
〉
に
よ
っ
て
状
態
が
改
善
さ
れ
、
一
般
均
衡
が
パ
レ
ー

ト
効
率
的
に
な
る
こ
と
を
出
島
出
〔
巴
立
〕
モ
デ
ル
と
本
質
的
に

一
般
均
衡
が
取
引
費
用
の
存

同
じ
モ
デ
ル
に
つ
い
て
証
明
し
た
。

在
の
た
め
に
非
パ
レ
ー
ト
効
率
的
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
点
は
、

次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
。
一
般
均
衡
が
非
パ
レ
ー
ト
効
率
的
に

な
る
真
の
理
由
は
、
取
引
制
約
と
し
て
、
制
度
的
に
借
入
れ
が
許

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
問
。
H
H
H
H
Q
ミ
ω
〕
も
指

あ
る
。

こ
の
点
を
よ
り
明
確
に
、
取
引
仲
介
者
逮
の

他
の
著
者
逮
は
、

経
済
活
動
と
し
て
表
現
す
る
。
特
に
、
出
色

2
8仏印
g吋
同
〔
右
京
〕

は
、
非
凸
な
取
引
可
能
集
合
の
場
合
に
ま
で
取
引
仲
介
者
の
活
動

を
拡
大
し
、
近
似
均
衡

(krm
可同
O
民
自
主
。
閉
山
丘
町
ヴ
昨
日
ロ
〉

在
証
明
に
成
功
し
て
い
る
。

の
存

出
mHHHロ
〔
巴
戸
〕
は
こ
の
よ
う
な
経
済
モ
デ
ル
に
則
し
て
可
貨

窓
口
A
W
L
m
c
o仏
で
、
か
り
、



配
分
状
態
、
及
び
、

ω取
引
制
約
、

対
的
な
概
念
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と
な
る
。

に
依
存
し
て
定
義
さ
れ
る
相
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出
品
H
H

〔H
申
立
〕
は
『
貨
幣
を
陽
表
的
に
含
む
交
換
経
済
モ
デ

ル
の
中
で
、
貨
幣
の
役
割
り
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
未
解
決
で

あ
っ
た
問
題
を
論
理
的
に
追
求
し
た
結
果
、
次
の
結
論
を
得
た
。

こ
の
よ
う
な
出
谷
口
ロ
ミ
ω
〕
モ
デ
ル
で
は
、
貨
幣
は
非
本
質
的

で
あ
る
。
非
本
質
的
で
あ
る
と
は
、
貨
幣
を
含
ん
だ
経
済
で
達
成

さ
れ
る
資
源
配
分
が
、
貨
幣
を
合
ま
な
い
経
済
で
も
実
行
可
能
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
貨
幣
の
有
用
性
は
論

理
的
に
導
出
で
き
な
い
。
つ
ま
り
貨
幣
に
対
す
る
需
要
は
説
明
で

き
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
出
谷
口

03ω
〕
の
議
論
で
は
真
の
貨

幣
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
は
苦
い
難
い
。

一
期
間
モ
デ
ル
に
よ
る
取
引
費
用
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中

同
様
に
、

で、

ω
g口
〔
H

申
立

ν
∞O
H
M什
H
H
O円

B
2
〔
巴
芯
〕

(155) 

の
議
論
も
十
分
と

は
言
え
な
い
。
∞
宮
司
〔
お
立
〕
は
、
貨
幣
に
対
す
る
需
要
を
、

取
引
に
要
す
る
取
引
税
を
期
末
に
貨
幣
で
政
府
に
納
め
さ
せ
る
制

度
か
ら
導
出
し
て
い
る
。
又
、

ωo丘
町
巳

B
2
〔
巴
芯
〕
は
、
取
引

費
用
と
し
て
の
労
働
サ
ー
ビ
ス
が
貨
幣
経
済
の
方
が
物
々
交
換
経

済
に
比
べ
て
、
よ
り
少
な
く
て
す
み
、
か
れ
ノ
、
労
働
サ
ー
ビ
ス
は

需
要
を
導
出
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
議
論
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
取
引
が
行
な
わ
れ
れ
ば
、

そ
の
時
、

貨
幣
に
対
す
る
需
要
が

正
と
な
る
。

出
m
q
m
g
E
Q
3
h
F〕w
M

内己
N

〔
忌
可
ふ
ろ
は
、
内
部
貨
幣
を
含
ん

だ
交
換
経
済
に
つ
い
て
貨
幣
的
均
衡
の
存
在
証
明
を
行
な
っ
て
い

る
。
特
に
出

a
s
E
Q
3や
〕
は
、
内
部
貨
幣
に
対
す
る
需
要
を
、

初
期
賦
存
量
の
配
分
が
非
パ
レ

1
ト
効
率
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
導

い
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
何
故
な
ら
、
直
接
効
用
を
持
た
な
い

内
部
貨
幣
が
、
社
会
全
体
の
取
引
手
段
と
し
て
需
要
さ
れ
る
こ
と

を
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
論
理
的
に
内
部
貨
幣
に
対
す
る

需
要
を
導
出
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
部
貨
幣
や
価
値
保
蔵
と

し
て
の
貨
幣
を
も
同
時
に
合
ん
だ
、
よ
り
複
雑
で
、
現
実
的
な
貨

幣
理
論
の
展
開
が
残
さ
れ
て
い
る
。

取
引
過
程
の
中
か
ら
特
定
の
財
が
交
換
手
段
と
し
て
選
ば
れ
『

需
要
さ
れ
る
モ
デ
ル
を
旬
。
ロ

g
〔
巴
弐
〕
が
示
し
て
い
る
。
取
引

制
約
は
、

ω相
対
売
買
、

ω等
価
交
換
、
例
制
限
的
情
報
で
あ
り
『

分
権
化
ア
プ
ロ
ー
チ
に
分
析
は
似
て
い
る
。
%
種
類
の
財
が
あ
る

が
、
各
経
済
主
体
の
初
期
保
有
量
は
一
種
類
で
あ
る
。
交
換
の
さ

い
に
取
引
費
用
が
か
か
る
。
あ
る
財
・
色
、
.
3
に
づ
い
て
、
直
接
的
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物
々
交
換
の
可
能
性
〈
確
率
)
よ
り
も
、
交
換
手
段
と
し
て
第
η

財
を
用
い
る
2
段
階
の
間
接
的
物
三
父
換
の
可
能
性
(
確
率
)
の

方
が
大
き
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
取
引
費
用
が
少
く
て
す
む
。
い

ま
、
総
交
換
量
の
う
ち
、
交
換
手
段
と
し
て
第
η
財
を
用
い
る
2

段
階
の
間
接
的
物
々
交
換
の
比
率
を

s
と
す
る
。

S

が
0
の
時
が

は
、
貨
幣

経
済
(
第
九
財
を
交
換
手
段
と
す
る
意
味
で
)
を
表
わ
す
。

0
と

H
i
p
と
の
間
で
あ
れ
ば
『
直
接
的
物
々
交
換
経
済
と
貨
幣

経
済
と
が
混
在
す
る
状
態
で
あ
る
。

M
0
5
ω

〔
右
京
〕
は
次
の
結

果
を
得
た
。
付
複
数
個
の
貨
幣
的
取
引
の
水
準
の
異
な
る
/
ハ
即
ち
、

s
の
値
の
異
な
る
〉
均
衡
が
存
在
し
う
る
。
付
貨
幣
的
取
引
均
衡

(
h
H
H
1
5
)
は
、
安
定
で
あ
る
。
交
換
手
段
と
し
て
の
第

η
財

に
対
す
る
社
会
全
体
の
需
要
が
そ
の
供
給
を
下
廻
ら
な
い
時
、
及

び
そ
の
時
に
限
り
、
貨
幣
的
取
引
均
衡
は
、
大
域
的
安
定
で
あ
る

(
同
式
を
参
照
)
o
M
W
物
々
交
換
経
済
か
ら
、
第
九
財
を
交
換
手
段

と
す
る
貨
幣
的
取
引
ハ
O
八
ぬ
川
じ

i
p
)
へ
移
行
す
る
た
め
の
条

件
は
、
初
期
状
態
公
H
O
)

に
お
い
て
、
貨
幣
に
対
す
る
需
要
が

供
給
を
上
廻
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
し
、
第
九
財
に
対
す

る
交
換
手
段
と
し
て
の
需
要
が
な
け
れ
ば
、
度
接
的
物
々
交
換
経

済
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
結
果
は
、
次
の
仮
定
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
第
%

財
を
保
有
し
て
い
る
と
取
引
相
手
に
出
会
う
確
率
が
高
く
、
従
っ

て
、
取
引
費
用
が
少
な
く
て
す
む
。

さ
て
、
各
モ
デ
ル
に
関
し
て
、
次
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
の

一
単
位
当
た
り
の
取
引
費
用
の
増
減
が
ど
の
よ
う
な
社
会
全
体
の

厚
生
上
の
変
化
を
も
た
ら
す
か
。
判
一
単
位
当
た
り
の
取
引
費
用
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と
す
れ
ば
、

一
単
位
当
た
り
の
取
引
費
用
の
少
な
い
経
済
を
、

り
貨
幣
化
さ
れ
た
経
済
と
呼
べ
る
か
。

〔
付
録
〕

取
引
費
用
の
導
入
が
一
般
均
衡
分
析
の
枠
組
の
中
で
資
源
配
分

OB 

OE 

一般均衡分析における貨幣理論の展望

YB 

図

ゐ

ミギ

(157) 
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Y 

YA 

X XA OA 

よ

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
に
論
点
を
絞
っ
た
論
文
に
、

問。

H
3
Q
3
H
ν

州内記
N
Q
3
Aぴ〕
u

〔
お
立
の
〕
な
ど
多
数
あ
る
o

E
吋ω
巴
忠
良
〔

3
3〕
は
、
取
引
費
用
を
含
ん
だ
経
済
は
本
質
的

に
〉
吋
8
4
H
ロ
各
吋

g
経
済
と
異
な
る
と
、
主
張
す
る
が
、
突
際
は
、

数
学
的
に
も
全
く
同
値
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
。
以
下
で
は
、

変
型
ポ
ッ
ク
ス
日
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
を
用
い
て
簡
単
に
説
明
し
よ
う
。

2
経
済
主
体
2
財
交
換
経
済
モ
デ
ル
を
考
え
、
簡
単
化
の
た
め

に
、
初
期
賦
存
量
の
配
分
は
、
図
一
の

ω
で
一
本
さ
れ
る
左
上
隅
の

点
と
す
る
。
い
ま
、

X
財
の
取
引
に
の
み
取
引
費
用
が
か
か
り
、

一
単
位
当
た
り

α
の
Y
財
が
取
引
費
用
と
し
て
失
わ
れ
る
も
の
と

仮
定
す
る
。
す
る
と
、
配
分
可
能
領
域
は
、
通
常
の
矩
形
O
A
N
O
丸、

で
は
な
く
四
辺
形

o
h
N
G
N
w
、
吋
と
な
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
従
っ

こ
の
上
に
無
差
別
曲
線
群
を
画
く
。
但
し
、
経
済
主
体
B
に

づ
い
て
は
、

Y
財
は
、
辺

340切
、
か
ら
測
る
も
の
と
す
る
。
す

る
と
、
契
約
曲
線
G
N
)
均
が
決
ま
り
、

P
が
均
衡
配
分
点
で
、
パ

レ
1
ト
効
率
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
時
の
均
衡
配
分
は
、

経
済
主
体
A
は、

(
o
h
k
N
b
o
h
M
U
)
、
経
済
主
体
B
は
(
吋
凶
N
J
同
J

・3

で
あ
る
。

NNW
叶
だ
け
の

Y
財
が
取
引
費
用
で
あ
り
、

ら
簡
単
に
相
対
価
格
が
計
算
で
き
る
。

kr吋
円
。
当
日
ロ
σ
σ
H
1
0
d

て、

こ
れ
ら
か
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に
同
値
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
又
、
図
の
岡
き
万
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
契
約
曲
線
ハ
パ
レ

l
ト
効
率
的
な
配
分
)
は
、

出
谷
口
〔
忌
戸
〕
の
呂
田
う
よ
う
に
、
初
期
賦
存
最
配
分
と
取
引
制

約
(
こ
こ
で
は
取
引
費
用
で
表
明
さ
れ
て
い
る
〉
に
依
存
し
て
規

定
さ
れ
る
こ
と
も
わ
か
る
(
図
四
も
参
照
〉
。

取
引
費
用
が
逓
増
的
な
場
合
も
同
様
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る

閤
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図

Y 

(
図
二
参
照
〉
。
し
か
し
な
が
ら
、
取
引
費
用
が
逓
減
的
な
場
合

(
例
え
ば
外
部
経
済
が
作
用
す
る
時
〉
は
、
均
衡
の
存
在
は
一
般

に
は
言
え
な
い
。
何
故
な
ら
ば
こ
の
と
き
は
図
三
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に

B
の
無
差
別
曲
線
群
は
一
般
に
凸
に
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
出
σ
ロ
2

wロ
仏

印

g月

ロ
ミ
δ
が
近
似
均
衡
の
概
念
を
用
い
て
分
析
し
て
い
る
よ
う
に



難
し
い
点
を
多
く
合
ん
で
い
る
。

一
時
均
衡
ア
プ
ロ
ー
チ

一般均衡分析における貨幣理論の展望

当
該
期
間
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
み
に
取
引
制
約
を
限
定
し
て
、

各
期
間
ご
と
に
取
引
を
実
行
し
て
ゆ
く
時
、
計
回
段
階
で
、
各
期

間
の
予
算
制
約
式
を
仲
介
す
る
価
値
保
蔵
と
し
て
の
金
融
的
資
産

(
貨
幣
な
ど
)
の
役
割
り
に
注
目
す
る
の
が
、
貨
幣
理
論
を
展
開

す
る
時
に
と
ら
れ
る
一
時
均
衡
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
も
っ
と
も

一
時
均
衡
の
考
え
は
、
自
己
a
Q
玄
δ
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
年
、
貨
幣
を
め
ぐ
る
問
題
の
他
に
『
先
物
取
引
や
不
確
実
性
下

の
経
済
行
動
を
分
析
す
る
際
に
も
用
い
ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
。
の
gロ
品
目
OHH汁
自
己

F
P円。〈山口
σ
〔
忠
一
よ
〕
u

〔
一
戸
市
V
U
J
3
w
o
g
m
p

日
o
E
〔
H

申立
ν
〔
3
3
ν

出。
O
H
Q
3
u
〕
な
ど
は
、

こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
用
い
て
貨
幣
の
問
題
に
つ
い
て
精
力
的
な
議
論
の
展
開

を
試
み
て
い
る
。

簡
単
に
紹
介
す
る
た
め
に
、

が
毎
期
毎
期
、
継
続
的
に
生
ま
れ
て
く
る
、

o
H
g
H
H
Q
担
∞
〕
流
の
重
層
世
代
交
換
経
済
を
考
え
る
。
将
来
は
不

そ
れ
は
鰐
単
化
の
た
め
に
可
消
費
財
価
格
体
系

t
期
に
生
ま
れ
た
若
い
世
代
の
経
済

、=、司
、U
τ

c

2
期
間
生
き
る
経
済
主
体

い
わ
ゆ
る

ωω
己
HHMS

(159) 

確
実
で
あ
る
が
、

の
み
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

行
動
に
つ
い
て
ま
ず
考
え
る
。
彼
は
、
過
去
及
び
現
在
の
価
格
体

系
仰
を
基
に
し
て
将
来
価
格
喝
(
も
む
を
確
率
分
布
を
伴
っ
て
予

測
す
る
。

若
い
世
代
の
問
題
は
、

?思
?罰
百£
f句、
向山
，.... ，.... 

十二ミ

52 
11八 J
も

言。年
ド会

喝(MU円)@向H+~ms帥
1
T

喝(も帥)@色刷+HN

s
L
W
O
 

こ
こ
で
、
R
H
t
期
の
-
z
世
代
〈
・
0
U
H
H
1
は
若
い
世
代
、

4
1
2
は
年
と
っ
た
世
代
)
の
消
費
需
要
ベ
ク
ト
ル
、
さ
~
u
t
期

の
-z
世
代
の
初
期
賦
荘
重
ベ
ク
ト
ル
、
三
日
t
期
の
貨
幣
需
要
量
、

即
ち
、
(
叫
十
H

〉
期
の
貨
幣
供
給
量
、
久
ぬ
〉
向
E
J
H
各
経
済
主
体

に
共
通
な
効
用
関
数
、
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
最
適
解
九
(
宮
)
込
E
N
ハ
3
Y
S
Q
む
が
得
ら
れ
る
。

〔
詮
〕
次
の
よ
う
な
方
法
で
も
求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
与
え
ら

で
あ
る
。

れ
た
M
M
H
H
各
ハ
向
〉
泊
む
喝
ハ
M
U
む
人
向
師
十
H
N
i
S
H
+
H
J
m

p
の
も
と
で
ど
(
向
〉
合
十
H
M
)
を
最
大
に
す
る
よ
う
に
?
十
H
N
を
選

寸
(
向
〉
詣
帥
w
M
ぷ
)
出
£
(
向
〉
川
町
+
H
M
)
と
お
く
。

に
対
し
て
、

ぶ
。
そ
し
て
、

こ
れ
が

ハ
向
〉
自
む
の
期
待
効
用
V
で
あ
る
。
従
っ
て
、

量
ぬ
~
(
M
U
む
は
、

t
期
の
消
費
需
要
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(
向
〉
詩
駒
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U
む
を
M
U
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@
日
H
十
迫
骨
川
川
M
U肺
@
S
H
の
も
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と
で
最
大
に
す
る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
。
三
〈
MM帥)山
Mum
人
S
H
i

ぬ帥
H(MUH)
〉
と
な
っ
て
い
る

ハの

gロ
ハ
凶

5
0ロ
け

〔

H

申
立
〕
参
照
)
。

t
期
の
年
と
っ
た
世
代
の
問
題
は
ー

忠
良
公
(
肉
料
l
H
H
(団幹
i
H
J
u
台
回
)

句
・
件
・

MM軒。
B
M
m
S
H
l
H
(
M
U
i
H
J
十
回
ぷ

@
S
~

で
あ
る
。

こ
こ
で
、

3
1
~
は、

会
i

H

)

期
の
一
時
均
衡
価
格
体

系
で
あ
る
。

264 

こ
れ
か
ら
最
適
解
え
(
苫
)

一
時
均
衡
は
、

が
求
ま
る
。

eH(Mu~)
十

A
U
N
(
3
J
H
S
H
H
十

S
~

詩
人
3
J
n
u
h
h
v
o

な
る
価
格
体
系
団
幹
併
が
存
在
す
る
時
成
立
し
、

3
f
r二
時
均
衡

価
格
体
系
と
呼
ぶ
。
但
し
、

M
は
、
貨
幣
供
給
量
、
そ
し
て
、

S
Q
~
〉出
3
f
(
S
H
l
え
ハ
3

J
〉
が
最
適
貨
幣
需
要
最
で
あ
る
。

基
本
的
な
仮
定
に
加
え
て
、
期
待
価
格
体
系
喝
(
も
む
が
、
現
在

価
格
体
系
仰
に
大
き
く
依
存
し
な
い
時
一
時
均
衡
が
存
在
す
る

こ
と
が
の
g
H
H仏

g
oロ
汁

〔

H

泊
三
〕
に
よ
っ
て
一
証
明
さ
れ
た
。
別
の

言
い
方
を
す
れ
ば
、
期
待
価
格
弾
力
性
が
一
よ
り
小
な
ら
ば
、

時
均
衡
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

価
値
保
蔵
の
た
め
の
貨
幣
に
対
す
る
帯
要
が
ど
の
よ
う
な
仮
定

に
依
持
す
る
か
を
明
京
す
る
た
め
に
、
次
の
グ
ラ
フ
を
用
い
て
本

質
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

ー
消
費
財
重
層
世
代
交
換
経
済
を
考
え
、
若
い
世
代
及
び
年
と

っ
た
世
代
の
時
の
消
費
量
を
そ
れ
ぞ
れ
ぬ
J

へ
と
す
る
。
簡
単
化

の
た
め
に
初
期
賦
存
量
配
分
が
、
図
五
!
図
七
の
よ
う
に
与
え
ら

れ
る
。
図
五
に
お
い
て
、
貨
幣
を
含
む
取
引
制
約
の
も
と
で
の
突



こ
こ
で

MMHW

丸
は
、

同
様
〉
。
従
っ
て
、
貨
幣
に
対
す
る
需
要
は
、
訪
(
も
J
M
M
J
5
1

ハ勺

l
A
N
H
〈

M
M
H
M
M
M
M
〉〉
V

O

で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
消

費
財
の
現
在
価
格
、
将
来
価
格
を
表
わ
す
。
図
六
の
場
合
は
、

治
(
M
M
J
M
U
J
H
M
U
H
(
h
U
H
l
t
(
M
M
H
M
M
M
M
)
)
H
O

と
な
る
。

又
、
図
七
の
揚

合
は
、
突
行
可
能
領
域
内
に
ぬ
(
九
込
J
n
u
(
A
H
Q
J

もJ
A
N
(
可
J

一般均衡分析における貨幣理論の展望

... 帽

/、図

q2 

品2=lP(pl，ρ2)

(161) 

.q1 必1=ej1(ρ1ρ2) O 

そ
し
て
、
制
約
上
、
貨
幣

に
対
す
る
需
要
は
ゼ
ロ
と
な
る
。
即
ち
『
借
金
が
可
能
な
ら
ば
、

よ
り
高
い
効
用
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
取
引
制
約
上
許
さ

れ
て
い
な
い
た
め
に
、
非
パ
レ
ー
ト
効
率
的
配
分
に
留
ま
ら
ぎ
る

に
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

を
得
な
い
。

q1 

七

@l fjl(tl， t2) 

図

q2 

ej2(pl， p2) 

O 

品2
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(162) 

こ
の
よ
う
な
状
態
を
改
善
す
る
に
は
、
債
券
な
ど
の
金
融
資
産

の
導
入
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
ハ
の
gHH
仏目。己

g

山
ピ
H
O
A
g

Q
泊
三

ν
〔
H

申
立
〉
を
参
照
)
。
何
故
な
ら
ば
、
図
五
1

図
七
に
そ

く
し
て
言
え
ば
、
金
融
資
産
の
導
入
に
よ
り
実
行
可
能
領
域
は
、

三
角
形
部
分
に
拡
大
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
よ
り
貨
幣
化
さ

れ
た
モ
デ
ル
に
拡
張
さ
れ
る
。

門
付
録
〕
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の
gHM
仏BOHM什
mvHH
仏
ピ
H
O
A
S
〔

s
a〕
は
、
中
央
銀
行
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貨
幣
と
債
券
の
問
題
を
詳
細
に
検
討
し
、

特
に
、
一
一
一
う
の
貨
幣
的
政
策
の
特
性
を
定
常
均
衡
に
限
定
し
て
明

ら
か
に
し
た
。
一
一
一
づ
の
政
策
と
は
、
的
債
券
価
格
一
定
ハ
即
ち
、

借
入
れ
利
子
率
一
定
〉
、
例
新
規
発
行
の
貨
幣
数
量
一
定
、
竹
新

規
発
行
の
債
券
数
量
一
定
、

r
s
s
u
o
H
H
 。
ま
∞
〕
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
消
費
財
貸
借
モ

吋
伊
良
山

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
生
産
活
動
を
陽
表
的
に
合
む
経
済
で
の
貨
幣

の
役
割
り
や
影
響
、
さ
ら
に
は
、
株
式
発
行
を
こ
の
よ
う
な
モ
デ

ル
の
枠
組
の
中
で
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
株
式
、

債
券
、
貨
幣
及
び
突
物
財
が
相
互
に
関
連
性
を
も
ク
経
済
を
理
論

的
に
解
明
す
る
こ
と
が
、
貨
幣
理
論
に
と
っ
て
大
き
な
進
歩
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

一
ア
ル
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
た
論
文
に
、
ゎ

gω

き仏

ロ
ま
か
〉
WCmH目
。

〔

H

泊
三
〕
等
が
あ
り
、
陽
表
的
に
貨
幣
を
導
入
し

た
の
が
、
の

E
ロA
凶器。
HM汁
忠
丘

F
O吋
0
ρ
d
o
Q
3
ω
〕

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
定
常
均
衡
の
み
に
着
目
し
た
、
比
較
動
学
の
結
果

を
示
す
。
こ
こ
で
定
常
均
衡
と
は
、
毎
期
毎
期
需
給
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
、
か
っ
、
二
期
間
生
き
る
経
済
主
体
の
消
費
パ
タ
ー
ン
が
一

定
で
、
価
格
体
系
が
一
定
率
で
上
昇
、
一
定
、
ま
た
は
下
降
す
る

状
態
を
言
う
。
次
の
よ
う
な
変
化
を
考
察
す
る
。

ω経
済
主
体
の

成
長
率
が
q
i
H
、
制
貨
幣
供
給
量
が
、
政
府
に
よ
っ
て
毎
期
毎
期
、

旧
貨
幣
一
枚
に
対
し
て
新
貨
幣

f
枚
の
割
で
変
換
さ
れ
る
政
策
が

と
ら
れ
る
、
り
今
期
生
ま
れ
た
経
済
主
体
の
初
期
賦
存
量
配
分
は
、

前
期
に
生
ま
れ
た
経
済
主
体
の
初
期
賦
存
量
配
分

(
e
J
S
M
〉
よ

り
も

e
倍
に
な
っ
て
い
る
時
、
利
子
要
素

μ
は
、
経
済
を
定
常
均

衡
に
眼
定
す
る
と
、

e
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
か
。

議
論
を
で
き
る
だ
け
簡
単
に
す
る
た
め
に
次
の
仮
定
の
も
と
で

考
え
る
(
や
や
一
般
的
な
場
合
は
、
鵜
沢
ハ
H

ミ
吋
〕
を
参
照
〉
。

効
用
関
数
は
、
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
ブ
型
、
即
ち
、
久
向
〉

e
t
J
H富
山
口

、
ハ
S

H

O

。

n
u
、
P
T
d

、



い
ま
、
消
費
財
を
基
準
と
し
て
、
今
期
の
貨
幣
の
価
格
が
戸
、

来
期
の
貨
幣
の
価
格
が
官
、
言
、
前
期
の
貨
幣
の
価
格
が
〈
と
な
ぜ
s

で
あ
る
よ
う
な
価
格
系
列
一
入
吋

Y
ゴ

ス

ミ

一

の

も
と
で
考
え
る
。

μ
は
利
子
要
素
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

、、l
i
l
-
-
/

1
1
p
が
今
期
の
物
価
水
準
(
こ
こ
で
は
消
費
財
の
価
格
に
等
し

I

1

1

¥

H

/

 

い
〉
を
一
不
す
か
ら
、
一
ー
ー
一
i
M
が
イ
ン
フ
レ
率
で
あ
る
。

さ
て
『
若
い
世
代
話
題
は
、
忠
良
〔
宮
山
口
(
Q
H
H
W
E
E
N
)
7
円

す。QHH十MU32MmGSHWA~字~川川(hhp喝容〉('刊誌
N
4
)

十
G
S
J
言明
W
C
で
あ
る
。

一般均衡分析における貨幣理論の展望

最
適
解
は
計
算
の
結
果
、

A
Y
H
ハ
M
u
i
y
h
h
)
H
H
E
G
(
百
¥
S
H
I
T
E
M
)
~
(
同
十
石
川
h
¥
)
V
O

S
十

H
M
(
回
、
j
百
一
)
H
G
(恥
q
s
H
+
e
J
~
(
H
十
九
U
E
¥
)
V
O

S
人
MM4jm四〉けHG(SHーもeN)~{出凶器(ハH十九
ω
予
¥
〉
)
V
O

と
な
る
。

他
方
、
年
と
っ
た
世
代
の
問
題
は
、
冨
凶
MM[
宮
山
口
(
合
l
~
Q
Y
E
)
W

E
Q
N
J
]
句

・

昨

-
S
阿
川
川
M
M
3
5
1
九
回
、
J
市
内
〉
+
e
J
但
し
『
合
l
H
H
(
M
M
Y
E
)

+
〈
出
、
ご
百
)
(
5
1
H
〈
回
、
J
E
)

戸、}Hリ
E
H
で
あ
る
。
最
適
解
は
、
Q
h日
(
1
j

E
)
日
付
(
な
¥
e
H
十
e
N
〉
~
ハ
H
十
も
な
¥
〉
と
な
る
。

(163) 

定
常
均
衡
で
は
、

途
~
(
M
M
S
J
E
J
+
向
叫
悶
(
喝
さ
J
E
J
H
h
N
G
S
H
!
?
S
N

な
る

P
、
戸
が
存
在
す
る
。
計
算
の
結
果
、
¥
H
q
G
q
が
得
ら
れ

る。
〔
命
題
〕

経
済
主
体
の
世
代
間
増
加
要
素
が
え

貨
幣
増
加
要
素
が

f
、

初
期
賦
存
量
配
分
が
ρ
u

倍
に
な
る
と
、

定
常
均
衡
に
お
け
る
利
子

要
素
は

支
持
H
u
m
百
人
、

で
あ
る
。

(
命
題
の
経
済
的
合
意
に
つ
い
て
は
鵜
沢

〔一
s
u
J
J

を
参
照
〉

四

交
換
の
分
権
化
ア
プ
ロ
ー
チ

交
換
経
済
に
は
適
当
な
仮
定
の
も
と
に
、
一
般
均
衡
が
存
在
す

る
。
そ
の
特
徴
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
競
売
人
の
発
見
し
た
均
衡

価
格
体
系
の
も
と
で
、
各
経
済
主
体
は
市
場
と
取
引
す
る
こ
と
に

よ
り
、
各
自
の
満
足
を
最
大
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
、
財

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

次
の
よ
う
な
問
題
が
こ
こ
か
ら
生
じ
て
く
る
。
即
ち
、
各
経
済

主
体
が
集
ま
っ
て
市
場
を
形
成
し
、
市
場
と
い
う
交
換
の
場
を
用

い
る
と
可
一
般
均
衡
配
分
が
達
成
で
き
る
条
件
の
も
と
で
、
次
の

よ
う
な
取
引
制
約
に
基
づ
い
て
一
廻
り
の
相
対
売
買
だ
け
で
一
般

均
衡
配
分
が
達
成
可
能
だ
ろ
う
か
。
但
し
、
価
格
は
一
般
均
衡
価

267 



(164) 

格
に
回
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
可
取
引
制
約
と
は
、

ω等
価
値
交

換
、
制
超
過
需
要
を
満
た
す
(
即
ち
、
効
用
極
大
を
達
成
す
る
)
、

付
超
過
需
要
を
増
大
さ
せ
ず
に
取
引
を
実
行
す
る
、
と
い
う
一
ニ
条

件
で
あ
る
。

全
て
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
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以
上
の
問
題
点
に
斎
目
し
、
貨
幣
の
役
割
り
と
分
権
化
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
∞
S
3
〔巴一
-
N
)

に
よ
る
交

換
の
分
権
化
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
彼
の
示
し
た
結
論
は
、
物
々

交
換
経
済
は
、
一
廻
り
の
相
対
売
買
に
よ
っ
て
取
引
を
実
行
し
、

一
般
均
衡
配
分
を
達
成
す
る
時
、
川
w、
刷
、
村
の
う
ち
の
ニ
ワ
の

取
引
制
約
を
満
足
す
る
が
、
一
般
に
、
一
ニ
ヲ
の
取
引
制
約
を
同
時

に
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
交
換
手
段
と
し
て
の
貨
幣
を
導
入
す
る
と
、

一
一
一
つ
の
取
引
制
約

ω、
伸
、

ωり
を
全
て
満
た
す
一
廻
り
の
相
対
売

買
に
よ
る
分
権
佑
過
程
が
存
在
す
る
。
理
由
は
、
貨
幣
に
対
し
て

は
、
貨
幣
の
性
質
か
ら
、
超
過
需
要
を
増
加
さ
せ
な
い
と
い
う
取

引
制
約
付
は
課
せ
な
く
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
例
示
も
合
め
て
、
貨
幣
を
用
い
る
交
換
経
済
の
ガ
が
物

物
交
換
経
済
よ
り
も
効
率
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
貨

幣
が
社
会
的
に
必
要
と
さ
れ
、
需
要
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
効

率
性
の
規
準
に
基
づ
い
て
論
理
的
に
示
さ
れ
た
。
取
引
制
約

ω、

伸、

ω刊
が
全
て
満
た
さ
れ
る
よ
う
な
取
引
が
あ
れ
ば
、

H
0
5
5

〔H
∞
江
〕
の
一
一
一
同
う
、
欲
望
の
二
重
の
一
致
が
成
立
す
る
。
従
っ
て
、

貨
幣
を
用
い
れ
ば
、
物
々
交
換
経
済
で
は
一
般
に
不
可
能
な
欲
望

の
二
重
の
一
致
を
実
現
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

あ
る
種
の
取
引
制
約
あ
る
い
は
交
換
の
分

権
佑
の
た
め
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
可
能
か
ど
〉
つ
か
の
間
趨
を

さ
ら
に
分
析
し
て
い
る
の
が
、

0
1
8
M
1
8仏
∞
S
R
Qミ
や
〕
w

日

tb巴
司
こ

k
り、

1
4メ
d
州
出

Z
I
J
I

ょ

一橋論議

次
の
例

Q
S
2
〔
古
芯
〕
〉
で
み
て
み
よ
う
。

三
経
済
主
体
〈
A
、
B
、
C
)
三
財
ハ
X
、
Y
、
Z
〉

経
済
を
考
え
る
。
一
一
一
経
済
主
体
A
、
B
、
C
の
超
過
需
要
を
そ
れ

の
交
換

ぞ
れ
州
-
h
(
M
M
J
u
u
ハ
y
o
w
l
C
M
m
w
(出
MWT
〉日付ハ
i
y
y
s
w
向。〈
M
U
J
H

(
C
M
l
Y
H
)

と
す
る
。
こ
こ
で

*p
は
均
衡
価
格
で

1
Hハ
y
y
乙

で
あ
る
。
例
え
ば
、
等
価
交
換
、
効
用
極
大
の
取
引
制
約
の
も
と

で
、
経
済
主
体
A
と
B
と
が
交
換
を
行
な
え
ば
、
超
過
需
要
を
増

加
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
に
、

B
と
C
あ
る
い
は

C
と

A
と
が
交
換
を
行
な



一般均街分析における貨幣理論の展望

う
な
交
換
ル
ー
ル
が
あ
れ
ば
、
一
般
均
衡
配
分
が
達
成
さ
れ
る
か

が
検
討
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
貨
幣
経
済
の
優
位
が
示
さ
れ
る
。

一
方
、

O
忠吋
O
可
〔
巴
芯
〕
は
、
交
換
に
お
け
る
情
報
の
問
題
を

陽
表
的
に
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
結
果
、
貨
幣
経
済
が
物
々
交
換

経
済
に
比
べ
て
、
情
報
の
観
点
か
ら
も
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
即
ち
、
貨
幣
は
、
実
行
可
能
な
取
引

集
合
を
拡
大
し
、
情
報
量
の
差
か
ら
生
ず
る
費
用
を
軽
減
す
る
。

既
述
の
よ
う
に
(
第
二
節
を
参
照
)
H
8
2
〔
忌
ま
〕
は
、
特
定

化
し
た
モ
デ
ル
に
則
し
て
、
あ
る
財
が
社
会
全
体
の
意
志
決
定
に

よ
っ
て
交
換
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
条
件
は
、
全
て
の
経
済
主
体
に
と
っ
て
、
特
定
の
財
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
交
換
可
能
性
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
交
換

が
実
行
で
き
る
確
率
が
高
い
。
こ
れ
は
、
あ
る
財
に
比
べ
て
そ
の

特
定
財
を
持
つ
こ
と
が
、
情
報
量
が
多
い
こ
と
に
対
応
す
る
。

他
方
、

3
5
5
m
g
〔
3
3〕
は
、
右
に
述
ぺ
た
著
者
連
が
一
般

均
衡
価
格
の
も
と
で
の
相
対
売
買
に
限
定
し
た
の
に
対
し
て
、
交

換
の
過
程
で
は
一
般
均
衡
価
格
は
わ
か
ら
ず
に
模
索
し
、
効
用
が

減
少
し
な
い
方
向
へ
の
交
換
過
程
の
分
析
に
焦
点
を
絞
る
。
一
般

的
な
状
況
の
も
と
で
は
、
相
対
売
買
の
過
程
に
よ
っ
て
パ
レ
ー
ト

(165) 

例
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
つ
、

通
じ
て
正
の
量
保
有
さ
れ
、

ち
、
選
好
が
厳
密
な
凸
で
あ
る
時
、
基
本
的
な
仮
定
の
も
と
に
、

相
対
売
買
の
過
程
の
結
果
が
、
パ
レ
ー
ト
効
率
的
配
分
を
も
た
ら

す
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
彼
は
、
こ
の
特
定
の
財
を
貨
幣
と
呼
び
、

貨
幣
が
パ
レ

l
ト
効
率
的
配
分
を
も
た
ら
す
こ
と
を
強
調
し
た
。

貨
幣
が
交
換
手
段
と
し
て
、
い
か
に
効
率
的
で
あ
り
、
巧
妙
で

あ
る
か
は
、

41山の
Mg丸
山
〔
巴
ω
小
〉
に
述
べ
ら
れ
た
話
ハ
二
十
一
一
良

か
ら
二
十
二
頁
)
や
信
用
が
ち
ょ
う
ど
交
換
手
段
と
し
て
の
貨
幣

の
役
割
り
を
果
た
す
上
方
落
語
「
持
参
金
」
(
例
え
ば
、
桂
米
朝

の
レ
コ
ー
ド
を
参
照
)
に
一
本
さ
れ
て
い
る
。

交
換
の
分
権
化
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
り
、

感
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
論
理
的
に
解
明
し
た
点
が
評
価
さ
れ

こ
の
よ
う
な
枠
組
で
は
、
貨
幣
は
万
能
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
第
二
節
、
第
一
一
一
節
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う

に
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
突
は
、
貨
幣
経
済
の
一
側
面
に
焦
点
を

当
て
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

る。
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(166) 

五

貨
幣
に
対
す
る
需
要
、
正
の
貨
幣
価
格

間
へ
の
拡
張
で
あ
る
。

270 

第二号

i
l主
要
な
仮
定
に
つ
い
て

i
i

一「

0

ロ
σω
〔

u
s
v
d一〕

ω第
仰
向
財
(
貨
幣
)
を
持
っ
て
い
る
と
、
各
経
済
主
体
に
と
っ

て
取
引
可
能
性
(
確
率
)
が
高
い
。
川
w第
前
川
財
を
用
い
て
交
換

し
た
方
が
、
そ
れ
以
外
の
交
換
よ
り
も
取
引
費
用
が
少
な
い
。

付
初
期
時
点
で
、
第

η
財
を
交
換
手
段
と
し
て
需
要
す
る
。

〔
注
〕
完
全
に
貨
幣
化
さ
れ
た
取
引
に
よ
る
均
衡
が
成
立
す
る

た
め
の
必
要
十
分
条
件
は
、
交
換
手
段
と
し
て
の
第
η
財
に
対
す

る
超
過
需
要
が
、
毎
期
毎
期
非
負
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
条
件
付

は
、
超
過
需
要
が
正
と
い
う
こ
と
と
同
値
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、

初
期
時
点
で
は
、
供
給
は
ゼ
ロ
で
あ
る
か
ら
。

の
叶
戸
口
山
田
O

ロ4v
自
己
F

W
叶O
(
H
H
M
O

〔芯一
-ω
〕

ωあ
る
経
済
主
体
の
グ
ル
ー
プ

B
の
初
期
賦
存
量
配
分
は
、
将

来
よ
り
も
現
在
の
方
が
多
い
。
制
無
差
別
出
面
が
原
点
に
対
し

て
厳
密
に
凸
。
付
時
間
選
枕
引
率
が
ゼ
ロ
。

〔
注
〕
こ
の
条
件
か
ら
初
期
賦
存
量
配
分
が
非
パ
レ

1
ト
効
率

的
で
あ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。

の
H
W
ロ
ハ
山
由
。
ロ
け
忠
弘
吋
O
H
M
ロ
σω

〔ぃ
S
U
1
N〕

的

w
あ
る
経
済
主
体
の
最
適
消
費
ベ
ク
ト
ル
は
、
初
期
賦
存
長
ベ

ク
ト
ル
と
は
異
な
る
。

以
下
に
、
各
著
者
の
主
要
な
仮
定
を
要
約
し
て
掲
げ
る
。

第八十巻

ω。ロ仲
v
a
H
H
H
O
H

〔
巴
芯
〕

ω貨
幣
的
取
引
は
、
物
々
交
換
取
引
よ
り
も
労
働
節
約
的
で
あ

る
。
制
労
働
は
不
効
用
〈
即
ち
、
余
暇
は
正
の
効
用
を
持
ヲ
)
。

村
内
部
貨
幣
の
変
化
の
総
和
は
ぜ
ロ
。

一橋論議

出

3
1
2
E
〔
同
甲
山
よ
〕

ω初
期
賦
存
量
配
分
が
非
パ
レ
I

ト
効
率
的
。

∞4vm
p吋
H
1

〔
日
戸
市

V
Vや
〕

ω取
引
に
か
か
る
取
引
税
は
、

貨
幣
を
用
い
て
期
末
に
政
府
に

納
入
。

向。
H
H
O
H
Q
3
k
H
〕
及
び
出
丸
山
⑦
吋
自
己
的

S
月
〔
巴
ま
〕

ω初
期
貨
幣
賦
存
量
よ
り
期
末
貨
幣
保
有
量
の
方
が
少
な
く
と

も
多
い
。
川
w
住
意
の

t
期
と
計
画
期
間
末
T
期
の
消
費
財
は
代

替
的
で
、
し
か
も
代
替
に
よ
り
効
用
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
。

国

31mgE
〔
忌
ま
〉

の
初
期
賦
存
量
配
分
が
定
常
的
非
パ
レ
ー
ト
効
率
的
。

〔
注
〕
こ
の
条
件
は
、
出

4
2
E
〔
巴
ど
〕
の
条
件
的
の
多
期



の
g
H
H
向日
o
ロけ
μ
H
H
〈
凶
行
引
叶

o
ρ
d
o
パ
同
市
V
U
1
M
〉
合
、
同

ω期
待
価
格
は
、
現
在
価
格
の
変
動
に
比
べ
て
大
き
く
変
動
し

な
い
(
即
ち
、
期
待
価
格
弾
力
性
は
一
よ
り
小
さ
い
)
。
納
金

融
資
産
(
貨
幣
+
債
券
〉
に
対
す
る
需
要
が
正
で
あ
る
経
済
主

体
が
存
在
。

出
O
O
H
Q
3仇
〕

ω初
期
賦
存
差
配
分
に
お
い
て
、
あ
る
財
の
今
期
の
一
円
当
た

り
の
限
界
効
用
が
来
期
の
あ
る
財
の
一
円
当
た
り
の
限
界
効
用

よ
り
も
小
さ
い
。

一般均衡分析における貨幣理論の展望

〔
注
〕
こ
の
条
件
か
ら
初
期
賦
存
最
配
分
が
、
非
パ
レ
ー
ト
効

率
的
で
あ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。

∞
4upH1H

〔ぃ
S
V
1
N
ν

。ω可O
M
1

〔H
沿いよ〕
u
O
ω
け吋
O
M
1
0
H
H仏
∞
け
mv
一円円〔
H

由一よ〕

及
び
出
回
以
(
凶

ZU1
〔

SU1ω
〕

の
相
対
売
買
に
よ
る
物
々
交
換
で
は
突
現
で
き
な
い
配
分
を
、

貨
幣
的
な
相
対
売
買
で
は
実
現
で
き
る
。

問
。
日
仏
H
H
H
R
P
〔
い
芯
可

ω〕

(167) 

ω全
て
の
経
済
主
体
に
保
有
さ
れ
、
そ
の
限
界
効
用
が
正
で
あ

る
財
(
貨
幣
〉
が
存
在
す
る
。
仲
原
点
に
対
し
て
厳
轡
に
凸
な

無
差
別
曲
面
。
付
効
用
関
数
は
偏
微
分
可
能
。

一
般
均
衡
分
析
の
枠
組
の
中
で
貨
幣
理
論
を
展
開
す
る
と
い
う

試
み
は
、
現
在
ま
で
に
色
々
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
っ
て
な
さ

れ
て
き
た
が
、
十
分
な
も
の
と
は
言
い
難
い
。

こ
の
サ
ー
ベ
イ
で

は
、
そ
の
う
ち
、
一
ニ
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
議
論
を
紹
介
し
た
。

各
ア
プ
ロ
ー
チ
で
強
調
さ
れ
た
よ
う
に
、
貨
幣
は
主
に
次
の
よ
う

な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

付
貨
幣
を
用
い
る
取
引
の
方
が
、
物
々
交
換
に
よ
る
取
引
よ
り
も
可

取
引
費
用
が
少
な
い
。

M
W
貨
幣
は
、
交
換
手
段
や
価
値
保
蔵
手
段
と
し
て
、
不
確
実
性
下

の
経
済
に
お
い
て
は
勿
論
、
確
実
性
下
の
経
済
に
お
い
て
も
需
要

さ
れ
る
。

同
貨
幣
は
、
取
引
可
能
領
域
を
拡
大
す
る
。
さ
ら
に
、
情
報
量
の

多
少
に
帰
国
す
る
費
用
を
貨
幣
は
軽
減
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
貨
幣
は
、
多
様
な
性
質
と
と
も
に
優
れ
た
便
宜
性

を
持
っ
て
い
る
。
今
迄
の
経
済
学
の
展
開
の
中
で
、
貨
幣
理
論
が

遅
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
不
十
分
で
あ
る
理
由
は
、
こ
の
点
に

求
め
ら
れ
る
。
明
確
で
な
い
点
が
多
い
こ
と
も
貨
幣
理
論
の
特
徴

の
一
づ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
今
後
、
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